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撮影地：高槻市

大阪府森林組合
第19回通常総代会　祝辞

　このたび、大阪府森林組合第「19回通常総代会」が開催されますこと
を心からお慶び申し上げます。
　栗本組合長様をはじめ、役員及び組合員の皆様には、日頃から森林行
政の推進にご協力をいただき、とりわけ、一昨年の台風による倒木の復
旧作業については、被災直後からご尽力いただいておりますこと、厚くお
礼申し上げます。

　また、今年は森林組合通常総代会を書面による議決とするなど、新型
コロナウイルス感染拡大の防止にご協力を賜っておりますこと、心より感
謝申し上げます。

　さて、昨年4月より、森林経営管理法に基づく新たな管理制度が始まり
ました。本制度では、市町村が仲介役となり、適切な管理がされていない
森林を意欲と能力のある林業経営者に集約して管理を委託し、または市
町村が直接管理することで、林業の成長産業化と森林資源の適正管理
の両立が図られることになります。
こうしたなか、林業経営管理の担い手の中核である貴組合の役割は、ま
すます重要となっております。
　引き続き、貴組合の皆様のご理解とご協力をお願いするとともに、より
一層、大阪の林業を牽引していただきたいと期待しております。

　結びに、貴組合のますますのご発展と、役員及び組合員の皆様のさら
なるご健勝、ご多幸を心から祈念し、お祝いの言葉といたします。

令和２年８月31日� 大阪府知事　吉村　洋文
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科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部）

流動資産
現金・預金 1,259,987,632
さきもり基金 505,314,678�
売掛金・未収金 55,854,515
上記 2項目の貸倒引当金 △ 360,000 55,494,515

たな卸資産 43,464,841�
その他 19,150,935

流動資産合計 1,883,412,601

固定資産
有形固定資産 1,108,715,650
　減価償却累計額 △ 907,124,362 201,591,288
無形固定資産 388,334

外部出資
系統出資金 35,870,000
系統外出資金 9,827,000
子会社等出資 10,000,000

外部出資金計 55,697,000

その他の固定資産
農林漁業資金貸付金 14,027,618
　　貸倒引当金 △ 2,886,000 11,141,618
その他 5,000,000
その他の固定資産計 16,141,618

固定資産合計 273,818,240
資産合計 2,157,230,841

科 目 内 訳 小 計 合 計
（負債の部）

流動負債
買掛金 6,267,714
未払金 156,500,751
前受金 16,646,787
預り金 12,257,417
その他 37,179,347

流動負債合計 228,852,016

固定負債
農林漁業資金借入金 14,027,618
林構施設借入金 10,349,000
預り保証金 8,920,000
退職金給付引当金 143,347,892
役員退任慰労金引当金 12,332,480��
基金預り金 504,000,000
組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
その他積立金・基金 498,701,424
固定負債合計 1,103,578,414

負債合計 1,332,430,430

（資本の部）
出資金 199,790,000

出資金合計 199,790,000
剰余金
準備金・積立金 447,573,935
当期末処分剰余金 177,436,476

剰余金合計 625,010,411
資本合計 824,800,411

負債・資本合計 2,157,230,841

令和元年度決算報告
貸借対照表（令和2年5月31日現在）

1. 受取手形の割引高は 0円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0円である。

（単位：円）

令和2年　臨時総代会
開催日時：令和2年7月29日（水）午後2時より
会 場：難波神社　会議室
出席状況：�本人出席230名（うち書面議決書230名、委任状0名）�

合計230名
議 案：
　◦第1号議案 �大阪府森林組合定款附属書役員選任規程の一部改正

について
　◦第2号議案 �大阪府森林組合定款附属書総代選挙規程の一部改正

について
　◦附帯決議　

第19回通常総代会
開催日時：令和2年8月31日（月）午後2時より
会 場：国民會館大ホール
出席状況：�本人出席213名（うち書面議決書213名、委任状0名）�

合計213名
議 案：
　◦第1号議案　�「令和元年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、

剰余金処分案、注記表及び附属明細書の承認について」
　◦第2号議案　「令和2年度事業計画の設定について」
　◦第3号議案　「令和2年度借入金の最高限度額の決定について」
　◦第4号議案　「令和2年度余裕金預け入れ先の決定について」
　◦第5号議案　「役員改選について」
　◦第6号議案　「役員報酬の決定について」
　◦第7号議案　「役員退任慰労金の支給について」
　◦附帯決議

両総代会に上程した各議案とも原案通り可決・承認されました。

　当組合の第19回通常総代会は、当初は
平常の総代会開催を計画し、準備を進めて
おりましたが、新型ウイルスの感染拡大の
収束が見通せないことから、総代各位にお
集まりいただくことを避け、書面による議
決権行使をお願いする決定をいたしました。
　ただ今年の総代会は役員改選期にあたっ
ている一方で、当組合の定款附属書の規定
では、役員改選議案は書面では議決できな
いこととなっており、書面開催するために
は、まず、この定款附属書の規定改正を行
う必要がありました。
　そこで本年7月15日の理事会において、
定款附属書の一部改正を上程する臨時総代
会を本年7月29日に開催し、可決・承認を
得たうえで大阪府に改正の認可申請を行い、
認可され次第、本年8月31日に第19回通
常総代会を、いずれも書面議決により開催
することを議決いたしました。
　しかし総代会の開催通知や、定款附属書
の変更認可に一定の時間がかかることを考
慮するとタイトなスケジュールでした。
　大阪府のご担当者様にも、事前に細部に
わたるまで内容を確認いただき、できるだ
け速やかに定款附属書の変更認可をいただ
けるようお願いした結果、通常よりも短期
間で認可していただいたことで、予定通り

のスケジュールで進めることができました。
　また総代各位にも書面による総代会開催
をお願いし、ご理解とご協力を得られたこ
とも、円滑な進捗につながったものと感じ
ています。
　結果として臨時総代会では230通、通常
総代会では213通の書面議決書を受領する
ことができました。
　この場をお借りして、本年の総代会にご
協力いただきました皆様に改めましてお礼
申し上げたいと思います。
　本来、総代会は組合員の代表である総代
各位に参集いただき、1年間の組合の報告
をさせていただき、また忌憚のない意見を
承りながら、次年度の組合運営につなげて
いくという大切な節目であることは間違い
ありません。
　しかし今後、新たなウイルスの蔓延など
が発生した場合など、多人数での参集を回
避すべきときに、組合の経営状況を、総代
をはじめ組合員各位にいかにして伝え、ご
判断いただくのかという点では、今年は貴
重な経験となりました。
　ただ、この経験が次に生かされることが
ないように祈るばかりです。

今年度の総代会について
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科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 1,522,893,567
　　2. 費用 1,155,472,323
　　事業総利益 367,421,244
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 200,545,117
　　2. 旅費交通費 3,449,069
　　3. 事務費 8,137,042
　　4. 業務費 4,173,497
　　5. 諸税負担金 6,972,090
　　6. 施設費 50,085,003
　　7. 雑費 508,000
　　事業管理費計 273,869,818
　　事業利益 93,551,426
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 5,021,038
　　2. 事業外費用 1,704,056
　　事業外損益 3,316,982
　　経常利益 96,868,408
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 254,000
　　2. 特別損失 97,001
　　特別損益 156,999
　　税引前当期利益 97,025,407
　　法人税及び住民税額 10,685,520
　　当期剰余金 86,339,887
　　前期繰越剰余金 91,096,589
　　当期未処分剰余金 177,436,476

部 門 別 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 4,660,160 2,983,890 △ 1,676,270

販 売 部 門 144,494,018 144,544,484 50,466

加  工  部  門 101,819,912 95,614,444 △ 6,205,468

森林整備部門 904,498,233 1,279,750,749 375,252,516

合　　　計 1,155,427,323 1,522,893,567 367,421,244

摘 要 積算内訳 小 計 合 計
Ⅰ当期未処分剰余金 177,436,476

Ⅱ剰余金処分額
　　1. 法定準備金 18,000,000
　　2.�任意積立金�

持続的な森づ
くり積立金

35,000,000

35,000,000 88,000,000
Ⅲ次期繰越剰余金 89,436,476

損益計算書（令和元年6月1日〜令和2年5月31日） 部門別損益計算書

令和元年度剰余金処分案 （単位：円）

（単位：円） （単位：円）

　昨年に成立した森林経営管理法は、森林所有者の意
向を踏まえた上で、市町村が森林の経営や管理の主体
になることと定めており、森林が所在する市町村は、
森林の現況調査や所有者への意向調査などに着手する
ことが求められます。
　森林組合は森林整備の中核的担い手として、長年に
わたり培ってきた森林所有者との信頼関係や森林に関
する技能と知識を最大限発揮し、主体となる市町村と
協同しながら、組合員各位の貴重な財産である森林を
次代につなげることを第一の使命と考え、森林経営管
理法の業務に取り組んでまいります。
　一昨年の台風21号の被災直後から、当組合は森林
復旧に努めているものの、未だ風倒木処理に着手でき
ていない森林も多く、各種の補助事業などを活用し、
今後も被災森林の復旧に努めてまいります。
　多発する森林災害を踏まえて、大阪府知事に直接、
要望書を手渡すなど、大阪府の森林環境税継続の要望

活動を展開してまいりましたところ、関係各位の後押
しもあり、昨年9月の大阪府議会において、継続が決
定されました。
　新たな知見に基づく森林の土石流・流木対策が森林
環境税の対象事業となり、府内の56か所の堰堤の設
置に加え、危険木除去や本数調整伐を実施することと
されており、関連する事業の受注に積極的に取り組ん
でまいります。
　令和2年度は新制度等に対応して木材利用事業や森
林整備事業を進捗させるとともに、利用事業において
は、一時的に休止している森林リサイクル事業の認可
に向けた所要の手続きを進めます。これらの手続きは、
木材の有効活用を幅広く進め、新たな組合の事業の柱
として収支の安定化に寄与するものであります。
　以上のことを着実に実行し、組合員の林業経営のサ
ポートを推進し、大阪府内の森林の健全育成に努める
とともに、組合経営基盤の強化を図ってまいります。

新たな役員体制

代表理事組合長� 栗本　修滋（再任）
副組合長理事� 中　和博　（再任）
副組合長理事� 蔵人　俊幸（昇任）
副組合長理事� 奥野　豊　（再任）
副組合長理事� 橋本　吉兄（再任）
常務理事（職員兼務）
� 堀切　修平（昇任）
常務理事（職員兼務）　
� 山田　重雄（昇任）
理 事	�  三浦　勝志（再任）

理 事� 長澤　伸之（再任）
理 事� 中井　幸一（新任）
理 事� 押田　博孝（新任）
理 事� 岸田　英雄（新任）
理 事� 生野　輝正（新任）
理 事� 森下　正敏（再任）
理 事� 伏井　信之（再任）
理 事� 越井　康之（再任）
理 事� 西出　秋廣（新任）
理 事� 齊喜　徳次（新任）
理 事� 川村　俊昭（新任）
理 事� 吉田　定雄（再任）
理 事� 波田　智行（新任）

理事（職員兼務）� 花﨑　由泰 （再任）
理事（職員兼務） � 都解 浩一郎（再任）
代表監事� 芝　久雄　 （昇任）
監 事� 堀田　昇一 （新任）
監 事� 杉本　隆　 （再任）

　また本総代会をもって、薮内周様、
寺内勇様、堂脇末雄様、山本哲三様、
田中豊秋様、南幸助様、廣田直久様、
葛城修平様、南敏治様が役員を退任
されました。
　長きにわたり、組合運営にご尽力
を賜り、深く感謝申し上げます。

当組合は令和2年8月31日に第19回
通常総代会を開催し、役員改選につ
いての議案を上程いたしました。
書面による投票の結果、賛成210名、
無効3名、反対0名で役員改選につい
て可決・承認をいただき、新たな役
員体制となりましたことをお知らせ
します。

役員改選に
ついて

部 門 費 用 収 益 損 益

指導部門 4,000 1,740 △ 2,260

販売部門 157,100 163,200 6,100

加工部門 103,000 105,000 2,000

森林整備部門 825,050 1,108,560 283,510

合　　計 1,089,150 1,378,500 289,350

Ⅰ．事業総利益����������289,350

Ⅱ．事業管理費����������265,450

Ⅲ．事業外損益����������� 500

Ⅳ．特別損益������������� 0

Ⅴ．利益剰余金（税引前剰余金）��� 24,400

1 部門別損益計画

2 事業総損益

（単位：千円）

令和2年度事業計画

新旧役員
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相
続
の
場
合
、財
産
分
割
が
さ
れ
て
い

な
い
場
合
で
も
、相
続
開
始
の
日
か
ら
90

日
以
内
に
法
定
相
続
人
の
共
有
物
と
し

て
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
役
場
に
備
え
付
け
ら
れ
る
届

出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、①

森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面（
任

意
の
図
面
に
大
ま
か
な
位
置
を
記
入
）、

②
森
林
の
土
地
の
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
わ
か
る
書
類（
登
記
事
項
証
明
、土

地
売
買
契
約
書
、相
続
分
割
協
議
の
目

録
、土
地
権
利
書
な
ど
）を
添
付
し
て
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

届
出
を
し
な
か
っ
た
場
合

　
届
出
を
し
な
い
、ま
た
は
虚
偽
の
届

出
を
行
っ
た
場
合
は
、10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
制
度
に
つ
い
て

　

昨
年
、国
の
森
林
環
境
譲
与
税
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ま
で
の
都

道
府
県
か
ら
市
町
村
が
地
域
の
森
林
整

備
の
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、森
林

管
理
の
意
向
調
査
を
は
じ
め
、条
件
に

よ
っ
て
は
森
林
整
備
ま
で
を
担
う
こ
と
に

な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
今
、豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や

大
型
台
風
に
よ
る
樹
木
の
風
倒
被
害
な

ど
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
気
象

害
に
よ
る
森
林
災
害
も
頻
発
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
時
に
重
要
と
な
る
の
が
森
林
所

有
者
情
報
で
す
。

　

森
林
情
報
は
森
林
簿
と
い
う
も
の
が

都
道
府
県
で
整
備
さ
れ
、森
林
整
備
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、時
間
の

経
過
と
と
も
に
、森
林
簿
記
載
の
所
有
者

の
転
居
や
異
動
な
ど
に
よ
り
所
有
者
不

明
森
林
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、平
成
24

年
か
ら
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

は
、市
町
村
に
届
出
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
平
成
28
年
5
月
の
森
林
法
改

正
に
お
い
て
市
町
村
が
統一的
な
基
準
に

基
づ
き
、森
林
の
土
地
所
有
者
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
整
備
・
公
表
す
る
林
地
台

帳
制
度
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、森
林
所

有
者
に
関
す
る
情
報
は
、年
々
、重
要
度

を
増
し
て
お
り
、常
に
最
新
の
情
報
に
更

新
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
場
合

　
個
人
、法
人
を
問
わ
ず
、森
林
の
売
買
、

相
続
、贈
与
な
ど
に
よ
り
、地
域
森
林
計

画
の
対
象
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
場
合
に
、森
林
の
土
地
所
有
者
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
面
積
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、面
積

が
小
さ
く
て
も
届
出
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
（
た
だ
し
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
た

場
合
は
、森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出

は
不
要
）

　
ま
た
法
務
局
に
所
有
権
移
転
登
記
を

行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、登
記
は
第
三

者
へ
の
対
抗
要
件
で
あ
り
、届
出
を
不
要

と
す
る
措
置
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
所
有
権
移
転
登
記
し
た
こ
と
を

市
町
村
が
把
握
し
て
い
て
も
、届
出
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

届
出
方
法

　
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、取
得
し
た
土
地
が

あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
行
い
ま
す
。

森林の土地の所有者届出書

年 月 日

市町村長 殿

住 所

法人にあつては、名

届出人 氏名 印

称及び代表者の氏名

電話番号

次のとおり新たに森林の土地の所有者となつたので、森林法第１０条の７の２第１項の

規定により届け出ます。

注意事項

１ 新たに所有者となつた森林の土地について、その所在する市町村ごとに提出すること。

２ 氏名を自署する場合においては、押印を省略することができる。

３ 所有権の移転の原因欄には、売買、相続、贈与、会社の合併など具体的に記載すること。

４ 土地に関する事項は、番号欄の番号に対応して、一筆の土地ごとに記載すること。

５ 面積は、ヘクタールを単位とし、小数第４位まで記載し、第５位を四捨五入すること。

６ 持分割合は、新たに所有者となつた土地について共有している場合に記載すること。

７ 備考欄には、森林の土地の用途、森林の土地の境界の把握の有無その他参考となる事項を記載すること。

８ 規則第７条第２項に規定する次の書類を添付すること。

当該土地の位置を示す地図

当該土地の登記事項証明書その他の届出の原因を証明する書面

所有権の移転

に関する事項

前所有者の住所
前所有者の氏名

（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）

所有者となつた年月日 所有権の移転の原因

年 月 日

土地に関する

事 項

番号
土地の所在場所 面積（ｈａ） 持分割合

市町村 大字 字 地番

計

備 考

　日本社会は、少子高齢化による人口
減少、貧困などの格差社会、食糧自給、
環境保全、地球温暖化、多発する異常気
象や大規模災害など、さまざまな問題
に直面しています。
　このような今日的な社会問題に対し、
相互扶助の精神に基づき、営利を目的
とせず、社会的目的を実現するために、
人々が共同して活動する協同組合と非
営利共同組織の社会的役割は、ますま
す重要となっています。
　その役割を果たすためには、これま
でのように各組織が、それぞれの分野
で事業活動を進めていくことに加え、
連携した取り組みを推進していくこと
により、よりいっそうの役割発揮が期
待されます。
　この度、大阪府内で活動する協同組
合及びNPO等の非営利協同セクター

が、日常的な関係づくりを行い、SDGs
の活動や、共通する社会的課題等に対
し、連携・協同した取り組みを推進し、
持続可能な地域社会づくりに貢献して
いくために、連携組織「大阪府協同組
合・非営利協同セクター連絡協議会」
を設立することとなりました。
　このような協同組合等の連携組織は、
全国で6府県には存在せず、その一つ
が大阪でした。しかし近年、2012年
の国際協同組合年、2016年の協同組
合の思想と実践のユネスコ無形文化遺
産の登録など、国際的な協同組合への
期待の高まり、また日本国内では、
2018年にJA全中や日本生活協同組合
連合会などで日本協同組合連携機構
（JCA）の設立等の背景から、大阪にお
ける連携組織の設立に向け、2018年
より準備を進めてきました。

　他県の活動に学び、そこに大阪らし
さも加えて、大阪府内の協同組合と、非
営利共同セクターが相互に連携し、共
通する社会的課題の解決に取り組み、
協同組合とNPOなどの非営利活動セ
クターの活動の促進をはかることを目
的に、「大阪府協同組合・非営利共同セ
クター連絡協議会」が令和2年7月14
日に設立されました。
　協議会に加盟する団体は50音順に
以下の9団体です。
　一般社団法人　大阪労働者福祉協議会
　大阪府漁業協同組合連合会
　大阪府森林組合
　大阪府生活協同組合連合会
　大阪府農業協同組合中央会
　近畿労働金庫
　社会福祉法人大阪ボランティア協会
　日本赤十字社大阪府支部

　日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）
　連合会センター事業団関西事業本部
　なお協議会の初代会長には、大阪府
森林組合の栗本組合長が就任。
　今後は「国際協同組合デー」や「ワン・
ワールド・フェスティバル」への出展、
各団体が主体となり開催するセミナー
などへの協力などを通じて、連携を深
めていく予定です。

森林の土地を
取得したときは
届出が必要です

大阪府協同組合・非営利共同セクター連絡協議会の設立について

設立の集い
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「
コ
ロ
ナ
で
ア
カ
ン
わ
」「
製
品
動
か
ん

か
ら
原
木
要
ら
ん
ね
ん
」な
ど
と
い
っ
た

声
が
聞
こ
え
る
コ
ロ
ナ
禍
中
の
木
材
共

販
所
で
す
。

　

現
在
の
状
況
と
今
後
の
展
望
を
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、昨
年
と
今
年
の
平
均
単
価
を

比
較
し
て
み
る
と
、3
月
と
6
月
の
ヒ
ノ

キ
の
価
格
が
大
き
く
下
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
創
設
さ
れ
た
大
阪
府

の
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
は
、令
和
2
年

度
以
降
も
延
長
さ
れ
る
こ
と
は
、以
前
の

く
み
あ
い
通
信
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
度
以
降
は
、豪
雨
や
猛
暑
へ

の
対
策
を
短
期
間
で
集
中
的
に
実
施
す

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

新
た
な
知
見
に
基
づ
く
森
林
の

土
石
流・流
木
対
策 

約
30
億
円

　

新
た
な
知
見
と
は
、平
成
29
年
の
九

州
北
部
豪
雨
や
平
成
30
年
の
西
日
本
豪

雨
な
ど
の
被
災
地
の
調
査
な
ど
に
よ
り
、

水
が
集
ま
り
や
す
い
特
定
の
地
形（
凹
地

形
：
明
瞭
な
流
路
を
持
た
な
い
谷
頭（
こ

く
と
う
）部
の
集
水
地
形
や
谷
地
形
な

ど
地
下
に
浸
透
し
た
雨
水
が
集
ま
り
や

す
い
地
形
）に
お
い
て
災
害
が
多
発
す
る

こ
と
を
指
し
、そ
の
知
見
を
踏
ま
え
た
対

策
を
講
じ
る
も
の
。

　
対
象
箇
所
と
し
て
府
内
56
ヶ
所（
次
表

参
照
）を
選
定
し
、逐
次
、実
施
す
る
。

都
市
緑
化
を
活
用
し
た
猛
暑
対
策

 

約
15
億
円

　

災
害
並
み
の
猛
暑
に
よ
る
府
民
の
健

康
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、暑
く
て
も
屋

　
当
共
販
所
で
の
取
り
扱
い
量
は
、他
の

市
場
よ
り
少
な
い
た
め
原
木
の
質
の
偏

り
で
、価
格
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
の
で
、

例
え
ば
台
風
に
よ
る
風
倒
木
が
多
く
出

荷
さ
れ
た
と
か
、高
樹
齢
の
優
良
材
が
多

か
っ
た
な
ど
と
い
う
要
因
で
平
均
単
価
が

変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
れ
を
加
味
し
て
も
価
格
の

落
ち
込
み
が
大
き
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
買
い
方
の
方
々
か
ら
の
情
報
を
ま
と
め

る
と
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
経
済
が
停
滞
し
、

新
築
住
宅
が
建
た
な
く
な
っ
た
。

　
柱
材
の
需
要
が
特
に
な
く
な
り
製
品
の

動
き
が
な
い
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
も
少
な
く
資
材
の
注

文
が
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
り
を
は
じ
め
と
す

る
祭
礼
の
中
止
に
よ
り
、だ
ん
じ
り
テ
コ

用
材
の
注
文
が
な
く
な
っ
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
の
木
材
チ
ッ
プ
も

不
足
し
て
い
な
い
の
で
買
取
価
格
は
下
が

り
つ
つ
あ
る
。

な
ど
が
聞
き
取
れ
ま
し
た
。

　
や
は
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
山
の
中
に
ま

で
及
ん
で
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
今
後
を
含
め
た
状
況
で
す
が
、合

外
で
待
た
ざ
る
を
得
な
い
駅
前
広
場
な

ど
で
、市
町
村
や
公
共
交
通
事
業
者
等

が
連
携
し
、都
市
緑
化
を
活
用
し
た
猛

暑
対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
誘
導・支
援

す
る
も
の
。

　
府
内
約
1
5
0
～
2
0
0
箇
所
を
対

市町村 箇所・地区
１ 能勢町 ６ 天王地区ほか
２ 箕面市 ２ 如意谷地区ほか
３ 茨木市 ３ 佐保地区ほか
４ 高槻市 ３ 萩谷地区ほか
５ 枚方市 １ 穂谷地区
６ 交野市 ２ 寺地区ほか
７ 四条畷市 １ 下田原地区
８ 八尾市 １ 教興寺地区
９ 柏原市 ２ 田辺地区ほか
10 太子町 ２ 山田地区ほか
11 河南町 １ 平石地区
12 富田林市 １ 伏見堂地区
13 河内長野市 ９ 鳩原地区ほか
14 千早赤阪村 ４ 東阪地区ほか
15 和泉市 ４ 父鬼町地区ほか
16 岸和田市　 ４ 相川町地区ほか
17 貝塚市 ４ 蕎原地区ほか
18 熊取町 １ 野田地区ほか
19 泉佐野市 ２ 土丸地区ほか
20 泉南市 １ 信達葛畑地区
21 阪南市 １ 箱作地区
22 岬町 １ 多奈川地区

計 56

象
に
、都
市
緑
化
と
日
除
け
や
微
細
ミ
ス

ト
発
生
器
等
の
暑
熱
環
境
改
善
設
備
の

整
備
に
対
し
、1
，5
0
0
万
円
を
上
限

に
原
則
全
額
を
補
助
す
る
。

　
こ
れ
ら
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
た

め
、府
民
に
負
担
い
た
だ
く
森
林
環
境
税

（
年
額
3
0
0
円
／
個
人
）も
令
和
5
年

度
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。

25,000

20,000

15,000

10,000

  5,000

0
1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

スギ令和元 スギ令和２ ヒノキ令和元 ヒノキ令和２

樹種別平均単価
円

板
の
動
き
が
少
し
活
発
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
の
こ
と
。

　
い
わ
ゆ
る
色
物
の
動
き
は
見
込
め
な
い

も
の
の
、並
材
の
需
要
は
出
て
き
て
い
る

の
で
、価
格
は
安
定
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
下
刈
り
、間
伐
、枝
打
ち
と
手
を
入
れ

て
き
た
木
が
、正
当
な
価
格
で
取
引
さ
れ

る
よ
う
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

木材共販所での
コロナウイルスの
影響について

大阪府
森林環境税に
ついて

令和2年9月18日開催の市

パルプ原料となる原木木材価格の安定化に向けて

治山ダムの整備

■土石流・流木対策実施箇所

特定の地形と
整備メニュー

暑熱環境改善設備（微細ミスト）緑化（樹木植栽）

④森林整備

⑤減災対策
流域
界（
尾根
）

流域
界（尾

根）

②危険木の除去

①治山ダムの整備

特定の地形（凹地形）
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平
成
30
年
9
月
の
台
風
21
号
に
よ
る

大
規
模
か
つ
広
範
囲
に
わ
た
る
森
林
災

害
は
、
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
た
高
槻

市
域
を
は
じ
め
、
各
地
域
の
森
林
に
被

害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
各
種
の
補
助
事
業
な
ど

を
活
用
し
、
補
助
要
件
が
整
合
す
る
地

区
か
ら
復
旧
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

大
阪
府
の
森
林
環
境
税
や
保
安
林
事
業

に
よ
る
委
託
業
務
と
し
て
も
災
害
復
旧

に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
風
倒
木
の
処
理
は
危
険
が
伴

う
作
業
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
現
場
の
状
況
か
ら
人
海
戦
術
で
は

な
い
、
豊
富
な
知
識
と
熟
練
し
た
技
術

を
兼
ね
備
え
た
少
数
精
鋭
に
よ
る
作
業

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

友
好
組
合
締
結

南
那
珂
森
林
組
合
と
は
平
成
14
年
に

友
好
組
合
を
締
結
以
後
、
職
員
研
修
な

ど
を
通
じ
た
交
流
と
大
阪
と
宮
崎
に
、

「
友
好
の
森
」
を
造
成
す
る
な
ど
、
互

い
の
絆
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

た
だ
事
業
の
連
携
と
な
る
と
、
遠
隔

地
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
事
業
の
地
域

性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、

実
現
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
飫
肥
杉
の
産
地
を
エ
リ
ア
と

す
る
南
那
珂
森
林
組
合
で
は
、
木
材
生

産
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
い

ち
早
く
国
産
材
の
海
外
輸
出
に
取
り
組

む
な
ど
、
先
進
的
な
組
合
と
し
て
系
統

で
も
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
る
と
と

も
に
、
森
林
災
害
現
場
で
の
作
業
実
績

も
お
持
ち
の
組
合
で
す
。

災
害
復
旧
へ
の
支
援

南
那
珂
森
林
組
合
に
お
か
れ
て
は
、

大
阪
府
域
の
森
林
が
台
風
被
害
を
受
け

た
直
後
か
ら
、
当
組
合
に
支
援
の
申
し

入
れ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
被
害
の
全
容
調
査
や
森
林
災

害
復
旧
事
業
の
申
請
、
査
定
受
検
、
補

助
申
請
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
遠

方
か
ら
の
作
業
従
事
者
の
派
遣
を
受
け

入
れ
る
状
況
で
な
い
と
の
判
断
か
ら
、

お
引
き
受
け
の
回
答
を
先
に
延
ば
し
て

い
ま
し
た
。

令
和
2
年
に
入
り
、
お
願
い
す
る
作

業
エ
リ
ア
の
目
処
が
た
っ
た
こ
と
か
ら
、

友
好
組
合
の
相
互
補
完
の
観
点
か
ら
、

南
那
珂
森
林
組
合
よ
り
作
業
員
の
出
向

を
受
け
、
当
組
合
の
指
揮
下
に
お
い
て

高
槻
森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
付
近
の
災
害

復
旧
事
業
の
一
部
を
、
従
事
す
る
契
約

を
令
和
2
年
8
月
21
日
に
締
結
し
、
同

年
8
月
26
日
よ
り
作
業
に
着
手
い
た
だ

き
、
元
気
は
つ
ら
つ
と
順
調
に
進
捗
し

て
い
ま
す
。

作
業
は
期
間
を
区
切
っ
て
2
チ
ー
ム

で
対
応
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　南那珂森林組合　代表理事組合長の 
井上と申します。
　貴組合とは平成14年から友好組合として、
様 な々交流を図ってまいりました。
　いつかは事業の提携などもと考えておりま
したところ、平成30年の台風被害の復興の
お手伝いが出来るとのこと。
　災害の復興を通じて、被害を受けられた
森林所有者のご心痛を少しでも和らげるお役立ちができるものと、大
変光栄に思っています。
　新型コロナウイルスの蔓延がなければ、もっと負担の少ない対応が
取れたものと思われますが、こればかりは仕方がありません。
　今回のコロナウイルス感染症に罹患された方々の一日も早い回復と、
大阪での収束を願っております。

　末尾となりましたが、皆様の健康、安全と被災地の一日も早い復興、
さらには相互の組合の更なる飛躍を心よりお祈り申し上げます。

南那珂森林組合
代表理事組合長　井上　文利

作
業
に
従
事
い
た
だ
く
方
は
単
身
で

来
阪
し
、
豊
能
支
店
の
労
務
宿
舎
で
生

活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
来
阪
の
作
業
に
は
、
公
私

に
わ
た
り
様
々
な
障
害
も
あ
っ
た
と
聞

い
て
お
り
、
ま
た
来
阪
後
も
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、

作
業
従
事
者
各
位
に
は
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。

2
チ
ー
ム
8
名
の
作
業
が
2
つ
の
組

合
の
絆
を
よ
り
深
め
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
と
、
作
業
期
間
中
の
安
全
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。

† ご 挨 拶 ¢

対象事業地

高槻森林観光センター

針葉樹倒木整備エリア

森林作業道

広葉樹倒木整備エリア

既設作業道

森林災害復旧に
強い味方

～友好組合の南那珂森林組合から職員を派遣

友好組合提携（平成14年11月12日）

現地での作業打合せ

風倒被害発生直後

先発チームの4名（左から河野氏、松岡氏、森氏、立本氏）
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◆ 大阪府内産木材利用 ◆
　大阪府の森林環境税のメニューであった地域産木材
の活用の推進に寄与した子育て施設の木質化促進事業
を皮切りに、国の森林環境譲与税の使途の一つに木材
利用が盛り込まれるなど、公共・民間ともに、家具から小
物に至るまで木材の活用を進めようという機運が高まっ
ています。

令和元年度平井川護岸復旧工事 出産お祝い積木 和泉市消防本部打合せテーブル他

木のストロー・木のタマゴ

　豪雨災害により崩壊した張りブロック河川護岸
を木製校倉式土留工で復旧しました。
■発 注 者：豊能町（都市計画課）
■設 置 場 所：豊能町吉川地内（平井川）
■木材使用量：7.5㎥（O&D ウッド）

　道の駅くろまろの郷（河内長野市高向）の物販
コーナーにて、木製のネームプレートの販売開始
とともに、敷地内にプレート掛けを設置しました。
■発 注 者：河内長野市
■設 置 場 所：道の駅くろまろの郷
■木材使用量：0.3㎥（おおさか河内材ヒノキ）

　スターバックス様の店舗の家具などに、大阪府内
産木材を活用いただいております。
　LINKS UMEDA 2階店、梅田EST店、大阪空港国内
線ターミナル南ゲートエリア店で活用いただくのをは
じめ、松坂屋高槻店においては、台風被害木をテーブ
ルの天板材料に使用いただいております。

　これまでソフトクリーム売場であったユニットハウ
スに、地元産米を使ったおにぎりショップ機能を付
加し、外装を木質化して9/19にリニューアルオープ
ンしました。
■発 注 者：能勢町（環境創造部地域振興課）
■設 置 場 所：�能勢町観光物産センター 

（道の駅能勢：くりの郷）
■木材使用量：1.2㎥

　脱プラスチックから端を発した木
のストローです。極薄の木材単板を
くるりと巻いた木のストローをノベ
ルティにするのが静かなブームと
なっています。

　また木のタマゴは、数度に分けて
スギ端材をやすり掛けの機械で加工
すると出来上がり。たくさん作って
木の香りが漂うボールプールに活用
したり、希望される方には少ない個
数でも木根館で販売しています。

　自治体から地域でお子さんが生まれた家庭に木
製の積み木を贈呈しています。
■発 注 者：千早赤阪村
■配 布 先：新生児出産家庭
■納品個数：�20 個 / 年 

（おおさか河内材スギ・ヒノキ）

　和泉市消防本部内に木製のテーブル・ベンチを
設置していただきました。
■発 注 者：和泉市消防本部
■設 置 場 所：消防本部内１Ｆホール及び２階ＥＶ前
■木材使用量：�0.71㎥（いずもくヒノキ）

スターバックスコーヒー様 能勢町観光物産センター
地場産品販売店舗

松坂屋高槻店

梅田 EST 店

大阪空港国内線ターミナル南ゲートエリア店

ネームプレート掛け
（道の駅くろまろの郷敷地内に設置）



ン
グ
で
き
る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
径
材
を
素
材
丸
太
と
し
て

出
荷
可
能
で
し
た
ら
、
豊
能
支
店
や
木

材
セ
ン
タ
ー
で
買
取
る
こ
と
も
可
能
で

す
。　

　
な
お
、
杭
や
丸
太
の
買
い
取
り
に
際

し
て
は
、
形
状
・
樹
種
・
寸
法
の
規
格

を
満
た
す
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
最
寄
り
の
支
店
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

11・12月はハムギフト、お正月商品を
最大定価の30％引きでお求めいただけます
同封の用紙でお申し込みください

大阪しんりんくみあい通信
年 2回発行　編集／大阪府森林組合本店　発行人／山田　重雄　〒 569-1051 大阪府高槻市原 1052 番地の 1　大阪府森林組合　TEL. 072-698-0950
e-mail :  info@o-forest.org

　
成
熟
期
に
あ
る
森
林
か
ら
生
産
さ
れ

る
間
伐
材
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
、
行

政
や
民
間
企
業
と
連
携
し
、
公
共
建
築

物
や
民
間
商
業
施
設
等
で
の
利
用
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
近
年
は
皆
伐
再
造
林
が
控
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
小
径
材
の

供
給
は
減
少
傾
向
で
す
。

　
造
林
が
盛
ん
な
頃
、
小
径
材
は
農
業

用
の
稲
木
足
や
杭
材
な
ど
地
元
内
で
流

通
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
憶
に
あ
る
方

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
小
径
材
の
搬
出
加
工
は
労
力

と
技
術
を
要
し
ま
す
し
、
需
要
を
支
え

て
い
た
農
業
・
緑
化
資
材
と
し
て
の
杭

材
等
も
家
族
農
業
の
停
滞
や
機
械
化
、

公
共
緑
化
の
縮
小
な
ど
で
利
用
が
減
少

す
る
と
い
う
需
給
両
面
で
の
事
情
と
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
台
頭
が
相
ま
っ
て
、

木
材
の
地
域
内
流
通
は
途
絶
え
て
い
る

感
も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
機
械
化
が
困
難
な
農
地
や
家
庭

園
芸
な
ど
の
た
め
に
、
杭
丸
太
を
購
入

し
た
い
と
い
う
組
合
員
さ
ま
や
、
市
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
森
林
組
合
に
届

く
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
北
摂
・
高
槻
生
協
で
は
、
生
協

組
合
員
向
け
の
地
域
農
業
啓
発
企
画

「
楽
農
会
」
に
お
い
て
、
手
刈
り
に
よ

る
稲
刈
り
を
行
い
、
稲
木
足
を
組
ん
で

稲
を
乾
か
す
、
と
い
う
手
法
を
参
加
体

験
型
で
実
施
し
、
農
林
資
材
と
農
産
物

の
啓
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
決
し
て
昔
ほ
ど
の
量
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
杭
丸
太
等
の
愛
好

家
は
、
そ
の
使
い
勝
手
や
寿
命
を
よ
く

ご
存
じ
で
あ
り
、
需
要
は
根
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
作
り
置
き
し
た
ま
ま
倉
庫
で
保
管
さ

れ
て
い
る
杭
を
お
持
ち
で
し
た
り
、
自

伐
林
業
に
取
り
組
み
、
杭
も
生
産
さ
れ

て
い
る
方
で
、
地
域
内
で
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
で
し
た
ら
、
最
寄
り
の
支
店
に
お
声

が
け
下
さ
い
。

　
決
し
て
需
給
と
も
安
定
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
希
望
の
時
期
に
沿
え

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小
規
模
で

も
木
材
流
通
を
維
持
す
る
こ
と
は
地
域

社
会
に
望
ま
し
い
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
需
給
マ
ッ
チ

台風・山火事などの災害による森林の損害への備え

　森林保険は「森林保険法（昭和12年法律第25
号）」などに基づき、森林所有者を被保険者とし
て、森林についての火災、風害、水害、雪害、干害、
凍害、潮害、噴火災という8つの災害により被災し
た損害を総合的に補償するものです。
　過去においては、平成16年に発生した大規模
風災害に対し、全国で100億円を超える保険金
をお支払いするなど、森林所有者の経済的損失
を補う唯一のセーフティネットです。

■森林保険のご相談・お申し込みはお気軽に

大阪府森林組合　072-698-0950

■️ お申し込みの流れ
①お申し込みのご相談
　�お見積もりに必要な以下の項目（森林の住所・樹種・林齢・面積など）
をご準備のうえ、森林組合までご連絡ください。
②お見積もりのご提案
　ご相談内容に応じて、お見積もりをご案内させていただきます。
③お申込み
　�内容が決まりましたら、申込書に記名・捺印の上、森林組合にご送
付ください。
　（その際、保険料を組合が指定する口座へお振込みください）
　�お申し込みにあたっては、交付される森林保険契約重要事項説明書
をご確認ください。
④ご契約成立
　�手続きが完了しましたら、森林保険センターより、保険証書をお送
りします。　（保険証書は大切に保管してください）

組合に新たな仲間が加わりました。
本年9月に採用となった橋田君は現
在32歳、島根県出身です。
高校までを地元で暮らし、大学進学
のため大阪にやってきました。
その後、今年の7月までの6年間は
島根県の森林組合に勤めていましたが、
再び住居を大阪に移すこととなりまし
た。
転職するなら同じ森林組合にと、当
組合の求人に応募されたのがきっかけ。
採用後は豊能支店への配属となりま
した。
島根県の森林組合では主に補助事業
を担当しており、まさに即戦力！
大学時代には野球部に所属し体力に

も自信あり、仕事への取組み姿勢も真
面目で積極的。将来有望な若者です。
今後は、橋田君がこれまでに培って
きた経験や知識、技能を大阪の林業に
生かし、将来へ向けて組織ともども飛
躍してくれることを期待しています。
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